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介
護
大
学
校
か
ら

【
第
1
期
分
校
】

▽
し
ょ
う
じ
ゅ
の
里
三
保
サ
テ
ラ
イ
ト

分
校
（
神
奈
川
県
）
は
今
年
度
2
回
目

の
開
催
。
３
月
５
日
よ
り
ス
ク
ー
リ
ン

グ
が
行
わ
れ
た
。

【
第
2
期
分
校
】

▽
し
ょ
う
な
あ
さ
ひ
が
丘
分
校
（
愛
知

県
）
は
、
２
月
１
日
よ
り
ス
ク
ー
リ
ン

グ
が
行
わ
れ
た
。

▽
飯
島
分
校（
秋
田
県
）４
月
18
日（
木
）

よ
り
ス
ク
ー
リ
ン
グ
開
始
予
定
。

▽
明
尽
苑
分
校
（
千
葉
県
）
５
月
13
日

（
月
）
よ
り
ス
ク
ー
リ
ン
グ
開
始
予
定
。

▽
七
里
分
校（
埼
玉
県
）６
月
19
日（
水
）

よ
り
ス
ク
ー
リ
ン
グ
開
始
予
定
。

【
第
3
期
分
校
】

▽
慈
眼
寺
園
分
校
（
鹿
児
島
県
）
２
月

１
日
開
講
、
ス
ク
ー
リ
ン
グ
日
程
調
整

中
。

▽
湘
南
く
す
の
木
分
校
（
神
奈
川
県
）

７
月
４
日
（
木
）
よ
り
ス
ク
ー
リ
ン
グ

開
始
予
定
。

▽
と
こ
ろ
の
苑
分
校
（
埼
玉
県
）
10
月

26
日
（
土
）
よ
り
ス
ク
ー
リ
ン
グ
開
始

予
定
。

【
第
4
期
分
校
】

　
昨
年
７
月
に
神
奈
川
県
に
設
置
計
画

書
を
提
出
。今
月
中
に
も
認
可
が
お
り
、

４
月
か
ら
の
開
講
が
可
能
と
な
る
予
定
。

【
第
5
期
分
校
】

　
昨
年
12
月
、
新
た
に
10
分
校
の
設
置

計
画
書
を
神
奈
川
県
に
提
出
し
８
月
に

は
認
可
が
お
り
る
予
定
。

【
今
年
度
を
振
り
返
っ
て
】

　
令
和
５
年
度
も
い
よ
い
よ
残
り
わ
ず

か
と
な
り
ま
し
た
。
介
護
大
学
校
の
分

校
と
し
て
認
可
済
み
は
21
校
、
認
可
待

ち
は
15
校
で
す
（
２
月
末
現
在
）。
次

年
度
も
引
き
続
き
分
校
募
集
説
明
会
を

開
催
し
ま
す
。ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

【
新
規
研
修
の
ご
案
内
】

▽
介
護
大
学
校
実
務
者
教
員
を
対
象
と

し
た
研
修
会
の
開
催
。
実
務
者
教
員
の

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
目
指
す
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
準
備
し
て
い
ま
す
。

　

開
催
日
：
５
月
21
日
（
火
）・
22
日

（
水
）
の
宿
泊
研
修

※
詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

「
介
護
報
酬
改
定
の
ポ
イ
ン
ト
」文
案
を
議
論

実
地
研
修
施
設
の
大
幅
拡
充
を
め
ざ
す

推
進
協
は
、
ユ
ニ
ッ
ト
リ
ー
ダ
ー
研

修
事
業
拡
大
の
ネ
ッ
ク
と
な
っ
て
い
る

実
地
研
修
施
設
不
足
を
抜
本
的
に
解
消

す
る
た
め
、
24
年
度
よ
り
新
規
事
業
に

乗
り
出
す
。
こ
れ
は
、
昨
年
5
月
か
ら

開
催
さ
れ
て
い
る
今
後
の
ユ
ニ
ッ
ト
ケ

ア
の
あ
り
方
を
考
え
る
検
討
会
（
委
員

長
＝
中
村
秀
一
・
医
療
介
護
福
祉
政
策

研
究
フ
ォ
ー
ラ
ム
理
事
長
、
国
際
医
療

福
祉
大
学
大
学
院
教
授
）で
の
議
論
や
、

24
年
度
介
護
報
酬
改
定
に
向
け
た
介
護

給
付
費
分
科
会
で
の
検
討
を
踏
ま
え
た

も
の
。

ユ
ニ
ッ
ト
リ
ー
ダ
ー
研
修
は
、
推
進

協
の
中
心
と
な
る
主
要
事
業
だ
が
、
実

地
研
修
施
設
が
県
内
に
あ
る
事
が
事
業

実
施
の
前
提
と
し
て
自
治
体
か
ら
指
摘

さ
れ
る
こ
と
も
度
々
あ
り
、こ
の
た
め
、

ユ
ニ
ッ
ト
リ
ー
ダ
ー
研
修
を
実
施
す
る

た
め
の
全
都
道
府
県
・
政
令
指
定
都
市

と
の
業
務
委
託
契
約
が
現
在
ま
で
完
了

し
て
い
な
い
。
ま
た
、
研
修
受
講
者
も

実
地
研
修
施
設
が
な
い
こ
と
で
受
講
を

敬
遠
す
る
傾
向
に
あ
る
。

オ
ン
ラ
イ
ン
で
自
己
評
価
表
の
記
入
の

仕
方
を
解
説

今
回
実
施
す
る
の
は
、
ユ
ニ
ッ
ト
ケ

ア
の
自
己
評
価
の
仕
方
に
関
す
る
研
修

事
業
で
自
己
診
断
研
修
会
（
オ
ン
ラ
イ

ン
）。
自
己
診
断
研
修
会
は
、
実
地
研

修
施
設
へ
応
募
を
す
る
際
の
３
つ
の
前

提
条
件
と
し
て
厚
労
省
が
示
し
て
い
る

う
ち
の
一
つ
で
あ
る
、
実
地
研
修
施
設

選
定
調
査
票
の
自
己
評
価
表
に
基
づ
く

自
己
評
価
結
果
が
総
点
の
７
割
以
上
で

あ
る
こ
と
と
し
て
い
る
点
に
関
し
、
評

価
項
目
A
か
ら
C
一
つ
ず
つ
自
己
評
価

の
仕
方
を
解
説
す
る
も
の
。
受
講
は
会

員
非
会
員
問
わ
ず
無
料
で
、
だ
れ
で
も

何
回
で
も
参
加
可
能
。
推
進
協
で
は
、

3
月
に
プ
レ
開
催
し
、
４
月
以
降
、
毎

月
の
よ
う
に
実
施
す
る
と
し
て
い
る
。

新
サ
ー
ビ
ス
編

複
合
型
サ
ー
ビ
ス
の
新
設
が
検
討
さ
れ

た
が
継
続
検
討
と
な
っ
た
。

　
訪
問
介
護
と
通
所
介
護
を
組
み
合
わ

せ
た
新
た
な
複
合
型
サ
ー
ビ
ス
の
設
置

は
見
送
ら
れ
、
次
期
改
定
（
27
年
度
）

に
向
け
た
検
討
課
題
と
さ
れ
た
が
、
地

域
包
括
ケ
ア
を
推
進
す
る
上
で
サ
ー
ビ

ス
の
複
合
化
は
必
須
で
あ
る
。
施
設
系

事
業
者
も
同
サ
ー
ビ
ス
の
担
い
手
と
な

り
、
そ
の
結
果
、
利
用
者
の
囲
い
込
み

が
進
む
こ
と
を
考
え
る
と
、
今
ま
で
以

上
に
在
宅
サ
ー
ビ
ス
の
比
重
を
上
げ
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
。

規
制
の
強
化
と
緩
和
編

特
養
の
人
員
配
置
基
準
に
つ
い
て
、
次

期
改
定
を
待
た
ず
に
特
例
的
柔
軟
化
が

行
わ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。

　
介
護
報
酬
改
定
に
関
す
る
昨
年
12
月

の
「
大
臣
折
衝
事
項
」
で
は
、
介
護
ロ

ボ
ッ
ト
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
の
活
用
を
前
提

に
有
料
老
人
ホ
ー
ム
に
認
め
ら
れ
た
人

員
配
置
基
準
の
特
例
的
緩
和
に
関
し
て

「
そ
の
他
の
介
護
施
設
（
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
等
）
に
つ
い
て
も
、
今
後
の

実
証
事
業
に
よ
っ
て
（
中
略
）
期
中
で

も
、
人
員
配
置
基
準
の
特
例
的
な
柔
軟

化
を
行
う
方
向
で
、
更
な
る
見
直
し
の

検
討
を
行
う
」
と
さ
れ
た
。

短
期
入
所
の
長
期
利
用
に
つ
い
て
適
正

化
が
図
ら
れ
た
。

「
長
期
利
用
の
適
正
化
（
61
日
以
降
）」

が
新
設
さ
れ
た
。

　
さ
ら
に
「
ポ
イ
ン
ト
」
で
は
、
ま
と

め
と
し
て
今
後
の
方
向
性
を
見
定
め
る

上
で
、
①
人
件
費
に
関
す
る
内
外
の
動

向
②
医
療
介
護
連
携
に
向
け
た
医
療
制

度
改
革
③
利
用
者
の
囲
い
込
み
に
つ
な

が
る
医
療
機
関
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整

備
・
強
化
―
―
へ
の
目
配
り
が
欠
か
せ

な
い
と
強
調
し
た
。

　
一
方
、
委
員
か
ら
は
「
新
設
さ
れ
た

退
所
時
情
報
提
供
加
算
の
『
退
所
』
の

意
味
が
あ
い
ま
い
だ
」「
多
様
な
介
護

サ
ー
ビ
ス
に
乏
し
い
地
方
で
は
、
複
合

型
サ
ー
ビ
ス
は
必
要
だ
。
社
会
福
祉
法

人
が
多
様
な
サ
ー
ビ
ス
の
担
い
手
に
変

化
し
て
い
く
こ
と
は
あ
り
え
る
」
と

い
っ
た
声
が
挙
げ
ら
れ
た
。

　
全
国
個
室
ユ
ニ
ッ
ト
型
施
設
推
進
協

議
会
（
赤
枝
眞
紀
子
会
長
）
は
２
月
22

日
、
今
年
度
第
８
回
の
介
護
保
険
委
員

会
（
委
員
長
・
藤
村
二
朗
理
事
）
を
オ

ン
ラ
イ
ン
形
式
で
開
き
、
先
ご
ろ
内
容

が
決
定
さ
れ
た
２
０
２
４
年
度
介
護
報

酬
改
定
の
周
知
に
向
け
て
、
改
定
の
ポ

イ
ン
ト
を
ま
と
め
た
資
料
の
原
案
に
つ

い
て
検
討
し
た
。
こ
の
日
交
わ
さ
れ
た

議
論
を
も
と
に
文
面
を
修
正
し
、
３
月

７
日
に
第
４
回
理
事
会
で
説
明
・
報
告

さ
れ
た
。

　
厚
労
省
の
介
護
給
付
費
分
科
会
は
１

月
22
日
、
各
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
基
本
報

酬
や
加
算
の
単
位
数
を
決
定
し
た
。
す

で
に
省
令
改
正
事
項
と
し
て
承
認
さ
れ

た
事
柄
も
含
め
、
内
容
が
多
岐
に
わ
た

る
こ
と
か
ら
、
推
進
協
は
介
護
保
険
委

員
会
の
場
で
「
介
護
報
酬
改
定
の
ポ
イ

ン
ト
」
と
し
て
整
理
す
る
取
り
組
み
を

進
め
て
い
る
。
こ
の
日
の
同
委
員
会
で

示
さ
れ
た
文
案
で
は
事
務
局
か
ら
13
項

目
の
「
ポ
イ
ン
ト
」
が
挙
げ
ら
れ
た
。

主
な
内
容
は
以
下
の
通
り
だ
。

基
本
報
酬
編

前
回
、
前
々
回
と
比
べ
、
高
い
改
定
率

と
な
っ
た
。

　
全
体
の
改
定
率
１
・
59
％
か
ら
介
護

職
員
の
処
遇
改
善
分
０
・
98
％
を
引
い

た
０
・
61
％
が
各
サ
ー
ビ
ス
に
配
分
さ

れ
た
。「
プ
ラ
ス
０
・
61
％
が
平
均
的

な
改
定
率
。
こ
れ
を
境
に
し
て
各
サ
ー

ビ
ス
の
〝
勝
ち
負
け
〟
が
生
ま
れ
る
」

（
懸
上
忠
寿
事
務
長
）。
ユ
ニ
ッ
ト
型
個

室
の
特
養
が
２
・
８
％
な
ど
施
設
系

サ
ー
ビ
ス
に
手
厚
い
改
定
と
な
っ
た
。

ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
に
つ
い
て
３
年
分
、
引

き
上
げ
の
要
請
又
は
引
上
げ
に
関
す
る

言
及
が
あ
る
初
の
改
定
。

　

24
年
度
に
２
・
５
％
、
25
年
度
に

２
・
０
％
の
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
が
明
記
さ

れ
て
い
る
。
同
水
準
の
賃
上
げ
が
必
須

と
な
る
こ
と
を
施
設
経
営
者
は
理
解
し

て
お
く
べ
き
で
は
な
い
か
。

各
種
加
算
編

特
養
で
は
医
療
連
携
に
関
す
る
も
の
等

多
数
の
加
算
が
新
設
さ
れ
た
が
、
当
面

は
算
定
で
き
な
い
も
の
も
あ
る
。

　

透
析
通
院
送
迎
は
極
め
て
限
定
的

で
、新
興
感
染
症
も
対
象
疾
患
が
未
定
。

生
産
性
向
上
推
進
体
制
加
算
も
見
守
り

機
器
の
全
居
室
設
置
や
イ
ン
カ
ム
の
全

職
員
使
用
な
ど
要
件
が
厳
し
い
。

強
化
さ
れ
た
医
療
介
護
連
携
は
、
診
療

報
酬
側
で
も
介
護
と
の
連
携
強
化
に
向

け
た
対
応
が
多
数
な
さ
れ
て
い
る
。

　
今
回
改
定
の
注
目
点
の
一
つ
「
医
療

介
護
連
携
」
推
進
で
は
、
医
療
機
関
の

協
力
を
ど
う
得
る
か
が
課
題
だ
が
、
同

時
に
行
わ
れ
る
診
療
報
酬
改
定
に
お
い

て
も
、
協
力
医
療
機
関
が
介
護
施
設
入

所
者
の
急
変
時
に
受
け
入
れ
対
応
を

行
っ
た
場
合
、
新
た
に
評
価
す
る
仕
組

み
な
ど
が
盛
り
込
ま
れ
た
。

Ｌ
Ｉ
Ｆ
Ｅ
の
算
定
は
厳
し
く
な
っ
た
一

方
で
、
Ｌ
Ｉ
Ｆ
Ｅ
デ
ー
タ
に
よ
る
Ｐ
Ｄ

Ｃ
Ａ
の
推
進
方
針
は
明
確
と
な
っ
た
。

　
自
立
支
援
促
進
加
算
の
単
位
数
見
直

し
や
、
Ａ
Ｄ
Ｌ
維
持
等
加
算
の
算
定
要

件
見
直
し
な
ど
、
ア
フ
ト
カ
ム
評
価
が

一
層
鮮
明
に
な
っ
た
。

介
護
保
険
委
員
会
開
催

23
年
度

第
８
回

24
年
度
新
規
事
業
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使い方は多様で　　将来性のある分校 分校はこう考えている 先の先へ

（自由記述アンケートより）
○地域とつながる「地域密着の色」を濃く発信していく事が法人施設のブラン
ディングにもつながり、職員の役割覚知と愛社精神の醸成にも寄与してくれる
ものと考えております。
　出来れば…の話にはなりますが、資格取得目的ではなく老いを自由に学ぶこ
とのできる「学びの場」としての機能を発揮したい。例えば、介護大学校分校
に地域の方々が聴講生として参加し、自身が老いる事、老いを支えるための必
要なケア、老いの先の看取りなど地域の「老いの学び場」になればいいと思う。
実際にケアを提供する施設内において能動的に費用負担少なく学ぶことに意味
があると思っています。（特養）

○当法人の職員のスキルアップや、働きながら有資格者になれる所。また、外
部者の受講も受け入れ人財確保につなげていきたい。また、当法人で、教員の
研修を受講してもらい、教えるスペシャリストになってもらいたいという考え
があります。（特養）

第1段階
54.55％第2段階

27.27％

第3段階
13.64％

第4段階  4.55％

分校の受講生と受講費用
受講生…主に分校及び分校関連施設の職員。その他、分校と交流のある施設職員
受講費用…13万円（無資格者）～6万円（基礎研修受講者）※消費税込み
テキスト代…上記の受講費用に含まれます。
割引…受講生5名以上同時申し込みの場合は割引制度あり
更なる特典…国家試験対策直前講座を無料で受講可能！

第3段階、第4段階を目指す取り組み（今後の重点事業）第3段階、第4段階を目指す取り組み（今後の重点事業）

実務者研修教員講習会
（Eラン＋オンライン開催）

国の指定講習会で、 53.5時間の学習が必要。
介護福祉士資格必須、 介護の実務経験も5年必要。

年間５回開催を予定している。有料（会員33,000円、
非会員55,000円）但し、割引あり。

実務者研修教員特別研修会
（集合合宿方式）

㈱推進協の独自研修で１泊２日で実施。
シラバスの作成方法や実技指導も。
介護大学校の教員限定。

年１回の開催。介護大学校の教員又は候補者等が 
対象。有料。

介護福祉士実習指導者講習会
（Eラン＋オンライン開催）

国の指定講習会で、 ２6.5時間の学習が必要。
介護福祉士資格必須、 介護の実務経験も3年必要。

年間５回開催を予定している。有料（会員33,000円、 
非会員55,000円）但し、割引あり。

実習指導者特別研修会
（集合合宿方式）

㈱推進協の独自研修で１泊２日で実施。
実習指導の模擬演習や介護技術の実技指導も。
実習指導者講習会受講者限定。

年１回の開催。実習指導者講習会を修了した後、 
１年以上の実務経験がある者が対象。有料。

年数回程度集合方式で開催。正看護師が対象。有料。上記の他、医療的ケア教員講習会も実施中

分校機能の地域への開放
地域での介護教育拠点化、自治体との連携事
業も可能性あり。

（活動の例）地域住民向け介護技術講習会

と進化する分校

問：現時点でどの段階を目指しますか

分校へのアンケート調査結果より（N ＝ 22）

推進協介護大学校

㊟：完全内製化とは、スクーリングの
講義を自施設の職員が行うことをいう。

3・4ページを抜いて
２・5ページを見開きにして
お読みください

法定講習会で第1段階、第2段階を実現し　　そして次へ法定講習会で第1段階、第2段階を実現し　　そして次へ

第１回
5/21、22

レクトーレ
熱海小嵐

分校ステップアップへの道分校ステップアップへの道
教えるスペシャリストを養成教えるスペシャリストを養成

大幅拡大
を予定

新事業で新事業で

詳細は株式会社推進協HPで。問い合わせ相談 ☎045-577-4290
分校（どこにも負けない施設）になりませんか　分校募集中！
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全国に拡大する分校

2022年12月に開校して以来、
全国18都道府県で３5の分校が
開校又は開校予定。これからも全
国の介護事業所と共に人財確保の
ために分校を増やしていきます。

■新規開校希望施設募集中!!
自施設の職員教育のため、同じ県、同じ市町村、同じ町内、
地域内でもかまいません。

使い方は多様で　　将来性のある分校

介護大学校は、4段階の進化を通じて、
母体となっている介護事業所の人財確保
のみならず、サービスの向上を実現する
ことで施設機能の強化向上に貢献するこ
とを想定して実施しています。

所在地 分校名
北海道 介護老人保健施設 そよかぜ館
秋田県 特別養護老人ホーム 飯島

埼玉県

介護医療院 七里
特別養護老人ホーム ところの苑
特別養護老人ホーム ふぁみいゆ行田
特別養護老人ホーム みなみの苑

千葉県

特別養護老人ホーム 明尽苑
特別養護老人ホームグリーンヒル八千代台
特別養護老人ホーム 船橋こひつじ園
特別養護老人ホーム 船橋あさひ苑
リハビリデイセンター ゆずの樹

東京都 特別養護老人ホーム は～とふる

神奈川県

特別養護老人ホーム しょうじゅの里相模原
特別養護老人ホームしょうじゅの里三保サテライト
たまプラーザ看護学校
特別養護老人ホーム しょうじゅの里小野
特別養護老人ホーム しょうじゅの里鶴見
介護老人福祉施設 みんなと暮らす町
特別養護老人ホーム 湘南くすの木

福井県 特別養護老人ホーム あさくら苑

岐阜県
特別養護老人ホーム 岐南仙寿うれし野
特別養護老人ホーム 燦燦
特別養護老人ホーム ふくろうの杜

静岡県
特別養護老人ホーム 第二長上苑
地域密着型特別養護老人ホーム寿松園

愛知県 特別養護老人ホームしょうなあさひが丘
三重県 特別養護老人ホーム ゆう

奈良県
特別養護老人ホーム らくじ苑
リハビリ特化小規模多機能型居宅介護事業所 いこいの家26

京都府 Tango nonno nonna
高知県 特別養護老人ホーム 森の里高知
福岡県 特別養護老人ホーム 天空の杜
佐賀県 介護老人保健施設 アザレア

鹿児島県 特別養護老人ホーム 慈眼寺園
沖縄県 特別養護老人ホーム 東雲の丘

推進協介護大学校分校とは
　推進協介護大学校とは、株式会社推進協が行う介護福祉士
実務者研修事業のいわゆるブランド名のこと。
　分校とは、介護大学校が実務者研修事業を実施する際の 
スクーリング（集合研修）の会場となる施設・事業所等のこと。

分校の受講生と受講費用
受講生…主に分校及び分校関連施設の職員。その他、分校と交流のある施設職員
受講費用…13万円（無資格者）～6万円（基礎研修受講者）※消費税込み
テキスト代…上記の受講費用に含まれます。
割引…受講生5名以上同時申し込みの場合は割引制度あり
更なる特典…国家試験対策直前講座を無料で受講可能！

● 分校は随時募集中。
 詳しくは、お問い合わせください
 ☎045-577-4290

● 介護大学校分校募集総合説明会も年３回の開催
（Zoomウェビナー使用）を予定。 参加費無料

日程　６月７日（金）、10月８日（火）、２月1３日（木）
チラシを配布したり、ホームページの案内等で参加者を募集します。

＜分校開設費用＞
・  分校登録手数料 11万円（消費税込み）

＜開校後に分校が払う費用、 もらえる費用＞
・  払う費用…無し
・  もらえる費用…会場使用料 1日5千円（一開催で4万円）分校

へお支払い
・  もらえる費用…講師をしていただいた場合の講師謝金

 （介護過程Ⅲ、医療的ケア分）をお支払い

＜分校となるために必要なこと・もの＞
場所…会議室等、 受講者一人当たりの必要面積　 1.65㎡
設備…ベッド、 車いす等。 詳細は打ち合わせで。
講師…必須ではない。

分校認可後から実際の運用まで
① 開校日を決定（自施設内等で4名以上の受講者確保の目途が

立った時）。
　㊟開校日は極めて柔軟に決定可能。開校せずも選択肢。
② スクーリングの日程も決定←担当講師も協議して決定。本校

からの派遣も可。
③ 受講生が確定次第、受講申込手続き、開校通信教育の受講開始
　→開校。

第１段階
介護大学校分校を開校
職員に実務者研修受講の場所や他の便宜供与
で有資格人財確保を推進。

第２段階
実務者研修の完全内製化㊟
開校が一層柔軟に。自由自在、好きな時に、
好きな日程で。

第３段階
教員を社員教育に活用
社員教育システムの構築でケアの質が安定。
見える化で定着にも有効。

第４段階
分校機能の地域への開放
地域での介護教育拠点化、自治体との連携事
業も可能性あり。

（活動の例）地域住民向け介護技術講習会

き始めた

分校募集
説明会!!

動 推進協介護大学校

㊟：完全内製化とは、スクーリングの
講義を自施設の職員が行うことをいう。

分校＆介護施設➡進化へ

目指せ！！第4段階

※社福法人、医療法人、株式会社
※ 特養、デイ、老健、介護、
　医療院など（

どこにも負けない施設へ進化

➡

分校募集中！
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全国に拡大する分校

2022年12月に開校して以来、
全国18都道府県で３5の分校が
開校又は開校予定。これからも全
国の介護事業所と共に人財確保の
ために分校を増やしていきます。

■新規開校希望施設募集中!!
自施設の職員教育のため、同じ県、同じ市町村、同じ町内、
地域内でもかまいません。

使い方は多様で　　将来性のある分校

介護大学校は、4段階の進化を通じて、
母体となっている介護事業所の人財確保
のみならず、サービスの向上を実現する
ことで施設機能の強化向上に貢献するこ
とを想定して実施しています。

所在地 分校名
北海道 介護老人保健施設 そよかぜ館
秋田県 特別養護老人ホーム 飯島

埼玉県

介護医療院 七里
特別養護老人ホーム ところの苑
特別養護老人ホーム ふぁみいゆ行田
特別養護老人ホーム みなみの苑

千葉県

特別養護老人ホーム 明尽苑
特別養護老人ホームグリーンヒル八千代台
特別養護老人ホーム 船橋こひつじ園
特別養護老人ホーム 船橋あさひ苑
リハビリデイセンター ゆずの樹

東京都 特別養護老人ホーム は～とふる

神奈川県

特別養護老人ホーム しょうじゅの里相模原
特別養護老人ホームしょうじゅの里三保サテライト
たまプラーザ看護学校
特別養護老人ホーム しょうじゅの里小野
特別養護老人ホーム しょうじゅの里鶴見
介護老人福祉施設 みんなと暮らす町
特別養護老人ホーム 湘南くすの木

福井県 特別養護老人ホーム あさくら苑

岐阜県
特別養護老人ホーム 岐南仙寿うれし野
特別養護老人ホーム 燦燦
特別養護老人ホーム ふくろうの杜

静岡県
特別養護老人ホーム 第二長上苑
地域密着型特別養護老人ホーム寿松園

愛知県 特別養護老人ホームしょうなあさひが丘
三重県 特別養護老人ホーム ゆう

奈良県
特別養護老人ホーム らくじ苑
リハビリ特化小規模多機能型居宅介護事業所 いこいの家26

京都府 Tango nonno nonna
高知県 特別養護老人ホーム 森の里高知
福岡県 特別養護老人ホーム 天空の杜
佐賀県 介護老人保健施設 アザレア

鹿児島県 特別養護老人ホーム 慈眼寺園
沖縄県 特別養護老人ホーム 東雲の丘

分校はこう考えている 先の先へ

（自由記述アンケートより）
○地域とつながる「地域密着の色」を濃く発信していく事が法人施設のブラン
ディングにもつながり、職員の役割覚知と愛社精神の醸成にも寄与してくれる
ものと考えております。
　出来れば…の話にはなりますが、資格取得目的ではなく老いを自由に学ぶこ
とのできる「学びの場」としての機能を発揮したい。例えば、介護大学校分校
に地域の方々が聴講生として参加し、自身が老いる事、老いを支えるための必
要なケア、老いの先の看取りなど地域の「老いの学び場」になればいいと思う。
実際にケアを提供する施設内において能動的に費用負担少なく学ぶことに意味
があると思っています。（特養）

○当法人の職員のスキルアップや、働きながら有資格者になれる所。また、外
部者の受講も受け入れ人財確保につなげていきたい。また、当法人で、教員の
研修を受講してもらい、教えるスペシャリストになってもらいたいという考え
があります。（特養）

第1段階
54.55％第2段階

27.27％

第3段階
13.64％

第4段階  4.55％

推進協介護大学校分校とは
　推進協介護大学校とは、株式会社推進協が行う介護福祉士
実務者研修事業のいわゆるブランド名のこと。
　分校とは、介護大学校が実務者研修事業を実施する際の 
スクーリング（集合研修）の会場となる施設・事業所等のこと。

分校の受講生と受講費用
受講生…主に分校及び分校関連施設の職員。その他、分校と交流のある施設職員
受講費用…13万円（無資格者）～6万円（基礎研修受講者）※消費税込み
テキスト代…上記の受講費用に含まれます。
割引…受講生5名以上同時申し込みの場合は割引制度あり
更なる特典…国家試験対策直前講座を無料で受講可能！

第3段階、第4段階を目指す取り組み（今後の重点事業）第3段階、第4段階を目指す取り組み（今後の重点事業）

実務者研修教員講習会
（Eラン＋オンライン開催）

国の指定講習会で、 53.5時間の学習が必要。
介護福祉士資格必須、 介護の実務経験も5年必要。

年間５回開催を予定している。有料（会員33,000円、
非会員55,000円）但し、割引あり。

実務者研修教員特別研修会
（集合合宿方式）

㈱推進協の独自研修で１泊２日で実施。
シラバスの作成方法や実技指導も。
介護大学校の教員限定。

年１回の開催。介護大学校の教員又は候補者等が 
対象。有料。

介護福祉士実習指導者講習会
（Eラン＋オンライン開催）

国の指定講習会で、 ２6.5時間の学習が必要。
介護福祉士資格必須、 介護の実務経験も3年必要。

年間５回開催を予定している。有料（会員33,000円、 
非会員55,000円）但し、割引あり。

実習指導者特別研修会
（集合合宿方式）

㈱推進協の独自研修で１泊２日で実施。
実習指導の模擬演習や介護技術の実技指導も。
実習指導者講習会受講者限定。

年１回の開催。実習指導者講習会を修了した後、 
１年以上の実務経験がある者が対象。有料。

年数回程度集合方式で開催。正看護師が対象。有料。上記の他、医療的ケア教員講習会も実施中

● 分校は随時募集中。
 詳しくは、お問い合わせください
 ☎045-577-4290

● 介護大学校分校募集総合説明会も年３回の開催
（Zoomウェビナー使用）を予定。 参加費無料

日程　６月７日（金）、10月８日（火）、２月1３日（木）
チラシを配布したり、ホームページの案内等で参加者を募集します。

＜分校開設費用＞
・  分校登録手数料 11万円（消費税込み）

＜開校後に分校が払う費用、 もらえる費用＞
・  払う費用…無し
・  もらえる費用…会場使用料 1日5千円（一開催で4万円）分校

へお支払い
・  もらえる費用…講師をしていただいた場合の講師謝金

 （介護過程Ⅲ、医療的ケア分）をお支払い

＜分校となるために必要なこと・もの＞
場所…会議室等、 受講者一人当たりの必要面積　 1.65㎡
設備…ベッド、 車いす等。 詳細は打ち合わせで。
講師…必須ではない。

分校認可後から実際の運用まで
① 開校日を決定（自施設内等で4名以上の受講者確保の目途が

立った時）。
　㊟開校日は極めて柔軟に決定可能。開校せずも選択肢。
② スクーリングの日程も決定←担当講師も協議して決定。本校

からの派遣も可。
③ 受講生が確定次第、受講申込手続き、開校通信教育の受講開始
　→開校。

第１段階
介護大学校分校を開校
職員に実務者研修受講の場所や他の便宜供与
で有資格人財確保を推進。

第２段階
実務者研修の完全内製化㊟
開校が一層柔軟に。自由自在、好きな時に、
好きな日程で。

第３段階
教員を社員教育に活用
社員教育システムの構築でケアの質が安定。
見える化で定着にも有効。

第４段階
分校機能の地域への開放
地域での介護教育拠点化、自治体との連携事
業も可能性あり。

（活動の例）地域住民向け介護技術講習会

と進化する分校き始めた

分校募集
説明会!!

問：現時点でどの段階を目指しますか

分校へのアンケート調査結果より（N ＝ 22）

動 推進協介護大学校

㊟：完全内製化とは、スクーリングの
講義を自施設の職員が行うことをいう。

分校＆介護施設➡進化へ

目指せ！！第4段階

3・4ページを抜いて
２・5ページを見開きにして
お読みください

法定講習会で第1段階、第2段階を実現し　　そして次へ法定講習会で第1段階、第2段階を実現し　　そして次へ

第１回
5/21、22

レクトーレ
熱海小嵐

分校ステップアップへの道分校ステップアップへの道
教えるスペシャリストを養成教えるスペシャリストを養成

大幅拡大
を予定

新事業で新事業で

※社福法人、医療法人、株式会社
※ 特養、デイ、老健、介護、
　医療院など（

どこにも負けない施設へ進化

➡

分校募集中！

詳細は株式会社推進協HPで。問い合わせ相談 ☎045-577-4290
分校（どこにも負けない施設）になりませんか　分校募集中！
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尾
島
の
視
点

介
護
福
祉
士
養
成
校
の
教
員
と
し

て
教
壇
に
立
っ
た
日
か
ら
20
年
の
歳

月
が
流
れ
ま
し
た
。
教
員
と
い
う
職

業
柄
、「
教
え
方
」
を
常
に
意
識
し

て
き
ま
し
た
。
シ
ラ
バ
ス
や
指
導
案

を
作
成
す
る
際
も
、
学
生
達
の
理
解

に
つ
な
げ
る
た
め
に
ど
の
よ
う
な
内

容
で
、
ど
の
よ
う
に
教
え
る
こ
と
が

望
ま
し
い
か
を
考
え
、
創
意
・
工
夫

を
巡
ら
せ
な
が
ら
授
業
の
準
備
や
リ

フ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
繰
り
返
し
今
日
に

至
っ
て
い
ま
す
。

『
む
ず
か
し
い
こ
と
を
や
さ
し
く
、

や
さ
し
い
こ
と
を
ふ
か
く
、
ふ
か
い

こ
と
を
お
も
し
ろ
く
、
お
も
し
ろ
い

こ
と
を
ま
じ
め
に
、
ま
じ
め
な
こ
と

を
ゆ
か
い
に
、
そ
し
て
ゆ
か
い
な
こ

と
は
あ
く
ま
で
ゆ
か
い
に
』こ
れ
は
、

劇
作
家
の
故
井
上
ひ
さ
し
氏
の
言
葉

で
す
。
私
の
胸
に
深
く
刻
ま
れ
座
右

の
銘
と
な
っ
て
い
ま
す
。
他
者
に
何

か
を
教
え
る
、
説
明
す
る
事
の
難
し

さ
を
感
じ
た
方
は
多
い
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
難
し
い
事
を
易
し
く

教
え
る
た
め
に
は
、
ま
ず
自
分
自
身

の
十
分
な
理
解
が
重
要
で
す
。
十
分

理
解
し
て
い
れ
ば
、
教
え
た
い
内
容

を
よ
く
噛
み
砕
い
て
、
ゴ
ッ
ク
ン
と

飲
み
込
む
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ

う
。
難
し
い
事
を
難
し
く
教
え
る
の

は
、
誰
に
で
も
で
き
る
の
で
す
。

さ
ら
に
易
し
い
だ
け
で
な
く
、
そ

れ
が
実
に
奥
深
く
、
面
白
く
、
ま
じ

め
で
、
愉
快
で
あ
る
こ
と
に
よ
り
、

聴
く
人
の
心
に
響
き
、
興
味
・
関
心

を
引
き
寄
せ
自
律
的
な
学
び
に
向
か

う
向
上
心
・
向
学
心
に
つ
な
が
る
も

の
と
信
じ
て
い
ま
す
。

こ
れ
こ
そ
が
教
育
の
場
で
求
め
ら

れ
る
も
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

私
自
身
、
そ
ん
な
教
員
を
目
指
し
つ

つ
、
仲
間
も
増
や
し
て
い
き
た
い
と

強
く
願
っ
い
ま
す
。

　
【
注
目
研
修
】　

▽
ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ア
研
修
講
師
勉
強
会

　
４
月
３
日（
水
）

▽
自
己
診
断
研
修　

４
月
８
日

（
月
）・
15
日（
月
）・
22
日（
月
）

▽
ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ア
研
修
講
師
養
成
研

修　
４
月
９
日（
火
）

ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ア
に
関
す
る

介
護
報
酬
改
定
を
総
括

第
７
回
　
今
後
の
ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ア
の
あ
り
方
を
考
え
る
検
討
会

2
月
20
日
、
今
後
の
ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ア

の
在
り
方
を
考
え
る
検
討
会
の
第
７
回

目
の
会
議
が
虎
の
門
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
開

催
さ
れ
た
。
会
議
で
は
事
務
局
よ
り
報

告
事
項
の
説
明
が
資
料
に
基
づ
き
行
わ

れ
、
今
後
の
調
査
研
究
事
業
に
つ
い
て

は
、
タ
イ
ミ
ン
グ
の
問
題
も
あ
る
た
め

既
に
厚
労
省
へ
申
し
入
れ
を
行
っ
た
こ

と
が
報
告
さ
れ
た
。
24
年
度
の
介

護
報
酬
改
定
に
関
し
て
も
報
告
が
あ
り
、

介
護
給
付
費
分
科
会
に
お
い
て
ユ
ニ
ッ

ト
ケ
ア
関
連
で
議
論
さ
れ
た
項
目
に
つ

い
て
事
務
局
が
網
羅
的
に
説
明
し
た
。

介
護
人
財
確
保
に
活
用
さ
れ
る
社
会
福

祉
連
携
推
進
法
人
制
度

会
議
で
は
事
務
局
か
ら
の
報
告
の
後
、

山
田
尋
志
（
社
会
福
祉
法
人
リ
ガ
ー
レ

暮
ら
し
の
架
け
橋
理
事
長
地
域
密
着
型

総
合
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
き
た
お
お
じ
代

表
）
委
員
か
ら
、
社
会
福
祉
連
携
推
進

法
人
制
度
や
自
身
が
経
営
す
る
社
会
福

祉
連
携
推
進
法
人
リ
ガ
ー
レ
の
現
状
等

に
つ
い
て
説
明
が
あ
っ
た
。
リ
ガ
ー
レ

で
は
会
員
が
費
用
を
分
担
す
る
形
で
、

研
修
等
を
担
当
す
る
専
任
職
員
を
2
名

採
用
し
人
材
確
保
事
業
を
実
施
し
て
い

　

厚
労
省
老
健
局
に
関
わ
る
24
年
度
当

初
予
算
案
は
３
兆
６
６
０
６
億
円
で
、
前

年
度
に
比
べ
３
０
５
億
円（
０
・
８
％
）増

加
し
た
。
市
町
村
の
介
護
給
付
な
ど
に

対
す
る
国
庫
負
担
分
を
は
じ
め
、
介
護

サ
ー
ビ
ス
の
維
持
・
確
保
に
向
け
た
金
額

が
３
兆
３
３
８
１
億
円
と
な
り
、
前
年
度

よ
り
８
３
０
億
円（
２
・
５
％
）ア
ッ
プ
し

た
。
介
護
ニ
ー
ズ
の
高
ま
り
に
加
え
、
介

護
報
酬
が
１
・
59
％
の
プ
ラ
ス
改
定
と
さ

れ
た
こ
と
が
数
字
を
押
し
上
げ
て
い
る
。

　
政
策
的
な
柱
と
し
て
は
「
地
域
包
括

ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
推
進
」
に
２
１
３
３

億
円
（
対
昨
年
度
１
２
９
億
円
減
）
が

計
上
さ
れ
た
。
包
括
的
支
援
事
業
の
推

進
（
２
０
７
億
円
）
と
し
て
、
す
べ
て

の
市
町
村
が
①
認
知
症
施
策
の
推
進
②

生
活
支
援
の
充
実
・
強
化
③
在
宅
医

療
・
介
護
連
携
の
推
進
④
地
域
ケ
ア
会

議
の
開
催
に
取
り
組
む
よ
う
求
め
ら
れ

て
い
る
。
全
般
的
に
予
算
規
模
が
絞
ら

れ
る
中
、
高
齢
者
地
域
福
祉
推
進
事
業

（
老
人
ク
ラ
ブ
へ
の
助
成
）は
対
前
年
度

１
億
円
減
の
23
億
円
が
確
保
さ
れ
た
。

　
介
護
報
酬
改
定
で
も
強
調
さ
れ
た
Ｄ

Ｘ
推
進
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
に
よ
る
生
産

性
向
上
、
介
護
の
質
の
向
上
の
観
点
で

は
、
介
護
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
導
入
支
援
事

業
や
都
道
府
県
が
主
体
と
な
っ
た
ワ
ン

ス
ト
ッ
プ
型
の
総
合
相
談
窓
口
「
介
護

生
産
性
向
上
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー
」
の

設
置
な
ど
に
つ
い
て
予
算
措
置
が
行
わ

れ
て
い
る
。

　
ま
た
今
年
１
月
の
認
知
症
基
本
法
施

行
に
対
応
し
、「
認
知
症
施
策
の
総
合

的
な
推
進
」
と
し
て
１
３
４
億
円
（
対

前
年
度
６
億
円
増
）
を
盛
り
込
ん
だ
。

認
知
症
の
予
防
・
診
断
・
治
療
・
リ
ハ

ビ
リ
な
ど
の
研
究
を
進
め
る
た
め
の
バ

イ
オ
マ
ー
カ
ー
の
開
発
な
ど
、
認
知
症

認
知
症
施
策
推
進
な
ど
に
力
点

24
年
度
厚
労
省
老
健
局
予
算
案

る
と
し
、
山
田
委
員
は
「
採
用
募
集
の

感
度
を
挙
げ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、

本
当
に
来
て
欲
し
い
こ
と
を
学
生
側
に

真
剣
に
伝
え
る
必
要
が
あ
る
」と
し
た
。

続
け
て
、
広
島
稔
之
（
社
会
福
祉
法

人
照
陽
会
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
み
ん

な
と
暮
ら
す
町
施
設
長
）
参
考
人
か
ら

「
今
後
の
ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ア
を
進
め
る
上

で
の
方
向
性
は
」
と
し
て
２
点
ほ
ど
の

論
点
提
示
が
あ
っ
た
。
１
点
目
に
挙
げ

た
の
は
、
ア
ウ
ト
カ
ム
評
価
と
ユ
ニ
ッ

ト
ケ
ア
の
関
係
に
つ
い
て
で
あ
り
、
介

護
報
酬
改
定
の
回
を
追
う
ご
と
に
強
化

さ
れ
る
ア
ウ
ト
カ
ム
評
価
に
対
し
、
ユ

ニ
ッ
ト
ケ
ア
は
ど
う
順
応
し
て
い
け
ば

よ
い
の
か
と
論
点
を
提
示
し
た
。ま
た
、

生
産
性
の
向
上
と
ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ア
の
関

係
に
つ
い
て
は
、
I
C
T
の
活
用
が
ユ

ニ
ッ
ト
ケ
ア
を
ど
う
向
上
さ
せ
る
か
の

具
体
的
な
方
法
や
研
修
が
皆
無
で
あ

り
、
今
後
ど
う
取
り
組
ん
で
い
く
の
か

を
問
題
点
と
し
て
挙
げ
た
。

最
後
に
事
務
局
よ
り
報
告
書
の
目
次

案
が
提
示
さ
れ
、
委
員
会
と
し
て
次
回

最
終
の
取
り
ま
と
め
を
行
う
予
定
と
し

て
い
る
。

　
推
進
協
は
2
月
26
日
、
総
務
企
画
広

報
委
員
会
（
佐
々
木
亀
一
郎
社
会
福
祉

法
人
元
気
村
常
務
理
事
）
を
開
催
し
、

前
回
に
引
き
続
き
推
進
協
創
立
20
周
年

式
典
の
開
催
方
法
や
内
容
に
つ
い
て
話

し
合
っ
た
。

　
な
お
、
会
議
の
冒
頭
、
今
回
の
会
議

か
ら
加
わ
っ
た
新
委
員
の
紹
介
が
事
務

局
よ
り
あ
っ
た
。
新
委
員
は
次
の
と
お

り
。
倉
上
伸
夫
（
医
療
法
人
久
幸
会
介

護
医
療
院
七
里
事
務
長
）、
荻
野
正
之

（
社
会
福
祉
法
人
邦
友
会
主
幹
）、
阿
部

仁
美
（
社
会
福
祉
法
人
萩
の
里
理
事

長
）、
川
島
麻
貴
（
社
会
福
祉
法
人
愛

人
会
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
慈
眼
寺
園

施
設
長
）、
八
木
郁
夫
（
社
会
福
祉
法

人
兼
愛
会
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
し
ょ

う
じ
ゅ
の
里
三
保
副
施
設
長
）

5
年
後
、
10
年
後
の
介
護
を
指
し
示
す

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
イ
ベ
ン
ト
に

　
事
務
局
よ
り
前
回
の
議
論
で
出
さ
れ

た
、「
参
加
す
る
意
味
の
あ
る
機
会
に

し
て
ほ
し
い
、
懇
親
会
で
初
め
て
挨
拶

す
る
の
で
は
打
ち
解
け
に
く
い
」
と

い
っ
た
意
見
が
あ
っ
た
こ
と
を
推
進
協

執
行
委
員
会
に
報
告
し
、
そ
れ
に
対
し

執
行
委
員
か
ら
様
々
な
意
見
が
出
さ
れ

た
こ
と
が
報
告
さ
れ
た
。
こ
れ
を
踏
ま

え
、
参
加
者
か
ら
、「
介
護
の
人
材
不

足
は
ど
こ
も
同
じ
。
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
取

り
上
げ
方
を
す
る
よ
り
は
、
5
年
後
10

年
後
の
近
未
来
の
介
護
を
イ
メ
ー
ジ
戦

略
と
し
て
打
ち
出
し
て
は
ど
う
か
」

（
山
本
高
之
理
事
長
）
と
い
っ
た
意
見

や
、「
推
進
協
と
し
て
今
後
何
を
目
指

す
の
か
を
議
論
を
し
た
り
、
今
後
の
ユ

ニ
ッ
ト
ケ
ア
の
仕
方
な
ど
も
議
論
し
て

は
ど
う
か
」（
八
木
郁
夫
副
施
設
長
）

と
い
っ
た
意
見
が
あ
り
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ

に
進
め
る
方
向
性
が
共
有
さ
れ
た
。

　
イ
ベ
ン
ト
の
進
め
方
と
し
て
、
事
務

局
か
ら
紹
介
の
あ
っ
た
グ
ル
ー
プ
ワ
ー

ク
を
行
っ
て
か
ら
懇
親
会
を
開
催
す
る

流
れ
に
つ
い
て
は
、「
少
し
で
も
顔
な

じ
み
の
関
係
を
作
っ
て
か
ら
の
懇
親
会

は
大
変
い
い
と
思
う
」（
阿
部
仁
美
理

事
長
）
と
す
る
意
見
が
あ
っ
た
。

開
催
場
所
は
都
内

　
ま
た
、
会
議
の
開
催
の
流
れ
に
つ
い

て
、「
参
加
者
な
ど
の
規
模
を
考
慮
す

べ
き
で
は
」
と
す
る
意
見
も
あ
っ
た
。

開
催
場
所
と
日
程
に
つ
い
て
も
議
論
が

行
わ
れ
た
。
場
所
に
つ
い
て
は
、
遠
方

か
ら
も
参
加
と
な
る
委
員
か
ら
は
、「
場

所
に
よ
っ
て
は
都
内
で
も
時
間
が
か
か

る
と
こ
ろ
は
あ
る
。
都
内
と
横
浜
で
は

あ
ま
り
変
わ
ら
な
い
の
で
は
」
と
の
意

見
が
あ
っ
た
。
日
程
に
関
し
て
は
、
平

日
が
良
い
の
で
は
な
い
か
と
の
意
見
が

大
半
と
な
っ
た
。
こ
れ
を
受
け
て
佐
々

木
委
員
長
が
改
め
て
参
加
者
に
確
認
し

た
と
こ
ろ
、
全
員
一
致
で
平
日
が
選
択

さ
れ
た
。

　
場
所
に
つ
い
て
は
、
事
務
局
よ
り
少

し
で
も
交
通
の
便
が
良
い
都
内
と
し
た

い
旨
の
提
案
が
な
さ
れ
た
が
、
異
論
は

な
か
っ
た
。

　
今
回
の
議
論
を
踏
ま
え
、
佐
々
木
委

員
長
よ
り
次
回
、
具
体
的
な
案
を
作
成

し
た
う
え
、
さ
ら
に
詰
め
て
い
き
た
い

と
の
提
案
が
な
さ
れ
、
事
務
局
か
ら
案

を
作
成
す
る
旨
の
説
明
が
さ
れ
、次
回
、

こ
れ
に
つ
い
て
議
論
さ
れ
る
こ
と
と

な
っ
た
。

研
究
の
推
進
に
向
け
た
予
算
を
拡
充
す

る
ほ
か
、
認
知
症
に
関
す
る
情
報
発
信

事
業
と
し
て
、大
阪
・
関
西
万
博
で「
認

知
症
バ
リ
ア
フ
リ
ー
」
の
取
り
組
み
に

関
す
る
展
示
物
の
検
討
を
行
う
た
め
、

新
た
に
２
３
０
０
円
を
計
上
し
た
。

2月２２日　第8回介護保険委員会

2月２0日　第7回ユニットケアのあり方検討会

総
務
企
画
広
報
委
員
会

推
進
協
創
立
20
周
年
式
典
の
開
催
内
容
を
検
討
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【
新
支
部
長
】

△
新
潟
支
部
長　
田
中
晋

（
福
）
長
岡
三
古
老
人
福
祉
会

（
特
養
）福
住　
理
事
長

△
三
重
支
部
長　
岩
名
真
臣

（
福
）お
き
つ
も
福
祉
会

（
特
養
）ゆ
う　
施
設
長

△
岩
手
支
部
長　
山
崎
和
彦　

（
福
）成
仁
会

（
特
養
）成
仁
ハ
ウ
ス
百
年
の
里 

理
事
長

△
静
岡
支
部
長　
大
杉
和
也

（
福
）八
生
会

（
老
福
）梅
香
の
里　
施
設
長

△
山
形
支
部
長　
渋
谷
磯
夫

（
福
）慈
敬
会　
理
事
長　

【
新
総
務
企
画
広
報
委
員
】

△
阿
部
仁
美

（
福
）萩
の
里　

（
特
養
）壱
ノ
町　
理
事
長

△
川
島
麻
貴

（
福
）愛
人
会

（
特
養
）慈
眼
寺
園　
施
設
長

△
倉
上
伸
夫

（
医
）久
幸
会　
事
務
長

△
荻
野
正
之

（
福
）邦
友
会　
主
幹

△
八
木
郁
夫

（
福
）兼
愛
会

（
特
養
）し
ょ
う
じ
ゅ
の
里
三
保 

副
施
設
長

新
支
部
長
・
新
委
員
の
紹
介

　
推
進
協
福
岡
支
部
（
支
部

長
牟
田
和
男
推
進
協
理
事
、

社
会
福
祉
法
人
誠
和
会
理
事

長
）
は
27
日
、
九
州
北
部
の

佐
賀
支
部
、
長
崎
支
部
と
合

同
で
介
護
報
酬
改
定
に
関
す

る
セ
ミ
ナ
ー
を
福
岡
市
内
の

ホ
テ
ル
で
開
催
し
た
。
福
岡

支
部
の
呼
び
か
け
に
佐
賀
と

長
崎
の
支
部
が
応
じ
た
も

の
。
コ
ロ
ナ
禍
後
で
は
初
の

集
合
形
式
の
セ
ミ
ナ
ー
と
の

こ
と
。
講
師
は
藤
村
二
朗
推

進
協
介
護
保
険
委
員
長
（
社

会
福
祉
法
人
久
住
会
理
事

長
）
が
務
め
た
。
ま
た
、
福

岡
支
部
は
参
加
意
識
の
向
上

を
図
る
た
め
、
セ
ミ
ナ
ー
と
同
時
進
行

で
質
問
を
ア
プ
リ
で
集
め
る
独
自
の
取

り
組
み
も
行
っ
た
。

　
冒
頭
、
挨
拶
に
立
っ
た
牟
田
支
部
長

は
「
今
年
、
３
年
ぶ
り
の
介
護
報
酬
改

定
が
あ
っ
た
が
、
ど
う
に
か
プ
ラ
ス
改

定
と
な
っ
た
。
処
遇
改
善
加
算
に
つ
い

て
は
ま
だ
細
か
い
部
分
が
決
ま
っ
て
い

な
い
。
６
月
か
ら
と
聞
い
て
い
る
が
、

今
日
は
今
回
の
介
護
報
酬
改
定
が
自
身

の
施
設
に
ど
う
影
響
す
る
の
か
、
し
っ

か
り
と
聞
い
て
ほ
し
い
」
と
話
し
、
セ

ミ
ナ
ー
開
催
の
趣
旨
を
説
明
し
た
。
ま

た
、
昨
今
の
介
護
施
設
の
状
況
に
も
触

れ
、「
こ
の
３
年
間
コ
ロ
ナ
で
痛
め
つ

け
ら
れ
た
が
、
そ
れ
以
前
か
ら
介
護
施

設
は
低
介
護
報
酬
で
苦
し
い
状
況
が
続

い
て
い
た
」
振
り
返
え
る
と
と
も
に
、

今
改
定
が
プ
ラ
ス
と
な
っ
た
要
因
に
つ

い
て
も
「
引
き
上
げ
を
求
め
て
一
致
団

結
し
て
の
活
動
の
結
果
だ
と
思
う
」
と

の
認
識
を
示
し
た
。

　
藤
村
委
員
長
は
、
第
一
部
で
は
介
護

報
酬
改
定
の
背
景
を
説
明
す
る
と
と
も

に
、
介
護
給
付
費
分
科
会
が
実
施
し
た

昨
年
９
月
の
団
体
ヒ
ア
リ
ン
グ
の
際
に

昨
今
の
賃
金
上
昇
の
流
れ
に
関
連
し
て
、

「
コ
ス
ト
カ
ッ
ト
型
社
会
か
ら
、
経
済
社

会
の
物
価
上
昇
の
流
れ
に
対
応
し
た
介

護
報
酬
の
抜
本
的
な
見
直
し
が
必
要
」

と
要
望
し
た
こ
と
を
報
告
し
、「
介
護

職
員
の
賃
金
目
標
と
同
目
標
の
達
成
に

向
け
た
年
次
計
画
の
策
定
及
び
物
価
等

に
連
動
し
た
新
た
な
介
護
報
酬
改
定

ル
ー
ル
の
策
定
」
を
提
案
し
た
こ
と
も

明
ら
か
に
し
た
。
ま
た
、
今
回
の
報
酬

改
定
で
注
目
点
と
な
っ
た
処
遇
改
善
加

算
に
つ
い
て
は
、
介
護
福
祉
士
の
割
合

が
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と

の
認
識
を
示
す
と
共
に
、
会
場
の
参
加

者
に
割
合
を
聞
く
な
ど
、
意
見
交
換
も

行
っ
た
。

　
第
二
部
で
は
令
和
６
年
度
介
護
報
酬

改
定
に
お
け
る
改
定
事
項
と
し
て
、
各

加
算
に
つ
い
て
詳
細
に
説
明
を
行
っ

た
。

　
な
お
、
セ
ミ
ナ
ー
の
終
了
後
は
懇
親

会
も
開
か
れ
、
参
加
者
は
懇
親
を
深
め

た
。

推
進
協
千
葉
支
部
（
支
部

長
西
慶
二
郎
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
明
尽
苑
施
設
長
）
は

13
日
、
新
た
な
介
護
、
～
人

と
ロ
ボ
ッ
ト
の
融
合　
真
の

見
守
り
と
は
?
～
を
テ
ー
マ

に
千
葉
市
内
で
支
部
主
催
の

研
修
会
「
湧
く
湧
く
介
護
勉

強
会
」
を
開
催
し
た
。
こ
の

研
修
会
は
千
葉
県
の
「
介
護

人
材
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
研
修

支
援
事
業
」
に
位
置
付
け
ら

れ
て
お
り
、
補
助
金
も
交
付

さ
れ
て
い
る
。
講
演
と
グ

ル
ー
プ
勉
強
会
の
二
部
構
成

で
行
わ
れ
、
一
部
に
は
地
元

の
福
祉
科
の
高
校
生
も
60
名

近
く
参
加
し
た
。

冒
頭
、
支
部
を
代
表
し
て

挨
拶
に
立
っ
た
西
支
部
長
は

「
新
型
コ
ロ
ナ
で
従
来
の
よ

う
な
セ
ミ
ナ
ー
が
開
催
で
き

て
い
な
か
っ
た
が
、
久
し
ぶ

り
に
開
催
で
き
て
よ
か
っ
た
」

と
語
り
、5
年
ぶ
り
の
開
催
を
喜
ん
だ
。

ま
た
、
千
葉
県
か
ら
は
健
康
福
祉
部
高

齢
者
福
祉
課
の
上
林
明
絵
課
長
が
参
加

し
、
来
賓
挨
拶
を
行
っ
た
。

見
守
り
を
介
護
報
酬
で
評
価
し
て
も
ら

う
こ
と
が
必
要

第
一
部
の
講
演
会
で
は
、
野
田
由
佳

里
聖
隷
ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー
大
学
社
会
福

祉
学
部
教
授
が
「
介
護
職
員
だ
か
ら
こ

そ
で
き
る
見
守
り
、
介
護
職
が
広
げ
る

こ
れ
か
ら
の
見
守
り
」
と
し
て
見
守
り

の
重
要
性
を
説
明
す
る
と
共
に
、
そ
れ

だ
け
で
は
な
く
、「
見
守
り
を
記
録
し

（
介
護
報
酬
の
）
点
数
化
で
き
る
よ
う

に
す
る
こ
と
が
必
要
」
と
話
し
、
介
護

職
員
の
評
価
向
上
と
報
酬
へ
の
フ
ィ
ー

ド
バ
ッ
ク
が
望
ま
れ
る
と
し
た
。ま
た
、

外
国
人
活
用
と
I
T
化
が
進
む
現
状
に

も
触
れ
「
見
守
り
こ
そ
専
門
職
の
介
護

ス
キ
ル
と
言
え
る
。
今
こ
そ
介
護
職
員

は
原
点
回
帰
を
す
べ
き
」
と
訴
え
た
。

第
二
部
の
グ
ル
ー
プ
勉
強
会
は
三
班

に
分
か
れ
て
行
わ
れ
た
。第
一
班
は「
知

り
た
い
・
聞
き
た
い
!!
他
施
設
の
感
染

症
」
と
し
て
、
コ
ロ
ナ
禍
前
後
の
感
染

症
対
策
が
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
て
い
る

の
か
参
加
者
で
情
報
交
換
を
行
っ
た
。

第
二
班
は
推
進
協
の
尾
島
研
修
室
長
が

講
師
を
務
め
、「
伝
わ
る
記
録
の
書
き

方
～
ポ
イ
ン
ト
を
押
さ
え
た
記
録
発

信
」
と
し
て
、「
ケ
ア
プ
ラ
ン
と
連
動

し
た
ケ
ア
が
実
践
さ
れ
て
い
る
か
、
ケ

ア
プ
ラ
ン
に
基
づ
い
た
ケ
ア
の
実
践
が

何
よ
り
重
要
」
と
話
し
、
そ
の
際
に
記

録
を
ケ
ア
プ
ラ
ン
に
連
動
さ
せ
て
い
く

仕
方
を
説
明
し
た
。
第
三
班
は
「
知
り

た
い
・
聞
き
た
い
!!
他
施
設
の
人
材
育

成
」
と
し
て
、
最
近
多
い
外
国
人
材
の

活
用
な
ど
人
材
育
成
の
難
し
さ
に
つ
い

て
意
見
交
換
し
た
。

介護報酬改定に関するセミナー開催

千葉支部

北部九州支部

第２部グループ勉強会講師
尾島朱美推進協研修室長

懇親会の様子

千葉支部　研修委員

第１部講演会
野田由佳里聖隷クリストファー大学教授

開会挨拶
牟田和男推進協福岡支部長

改定セミナー講師　
藤村二郎推進協理事・介護保険委員長

研修会「湧く湧く介護勉強会」開催
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推進協

推
進
協
監
事
・
特
定
社
会
保
険
労
務
士

�

　
栗
田
淳
二

【
今
月
の
相
談
内
容
】

　
今
回
改
正
の
処
遇
改
善
加
算
関

連
で
す
が
、
複
雑
怪
奇
で
ど
こ
か

ら
手
を
付
け
れ
ば
よ
い
の
か
よ
く
わ

か
り
ま
せ
ん
。
ど
の
よ
う
な
段
階

で
準
備
す
れ
ば
よ
い
で
し
ょ
う
か
。

【
回
答
】

ま
ず
は
、
現
状
ど
の
よ
う
に
分

配
し
て
い
る
の
か
、
把
握
を
お
願

い
し
ま
す
。
処
遇
改
善
加
算
、
特

定
処
遇
改
善
加
算
は
、
ベ
ー
ス

ア
ッ
プ
加
算
が
そ
れ
ぞ
れ
ど
の
よ

う
に
配
分
し
て
い
る
の
か
を
復
習

し
ま
す
。

2
月
か
ら
5
月
に
お
い
て
は
、

介
護
職
員
等
処
遇
改
善
支
援
補
助

金
が
、
介
護
老
親
福
祉
施
設
で

0
・
9
%
の
交
付
率
と
な
り
ま

す
。
高
位
の
加
算
を
含
め
て
、
以

下
、
表
に
し
て
整
理
し
ま
す
。

介
護
ニ
ュ
ー
ス・
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
１
月
26
日
〜

２
月
25
日

事
務
局
か
ら

　
今
年
度
も
多
く
の
お
力
添
え
を
い
た

だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
次

年
度
も
多
く
の
研
修
を
企
画
し
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。�

（
事
務
局
一
同
）

ズ
バ
リ
回
答
！

人
事
・
労
務
の
お
悩
み

ど
う
す
る
? 

新
加
算 

介
護
職
員
等
処
遇
改
善
加
算

■
今
秋
を
め
ど
に
認
知
症
施
策
推
進
基

本
計
画
を
閣
議
決
定
へ
（
１
月
26
日
）

　
政
府
は
認
知
症
施
策
推
進
本
部
の
初

会
合
を
開
催
し
、
認
知
症
施
策
推
進
基

本
計
画
の
策
定
に
向
け
た
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
を
示
し
た
。
２
月
か
ら
認
知
症
の
人

や
家
族
を
含
め
た
認
知
症
施
策
推
進
関

係
者
会
議
を
開
き
、
今
年
秋
ご
ろ
の
同

計
画
の
閣
議
決
定
を
目
指
す
。

■
東
京
都
　
介
護
職
員
「
月
２
万
円
賃

上
げ
」
予
算
案
を
公
表
（
１
月
26
日
）

　
介
護
サ
ー
ビ
ス
充
実
に
向
け
た
新
規

事
業
と
し
て
、
勤
続
５
年
目
ま
で
の
介

護
職
員
を
対
象
に
月
２
万
円
（
勤
続
６

年
目
以
降
の
介
護
職
員
と
ケ
ア
マ
ネ

ジ
ャ
ー
に
は
月
１
万
円
）
を
「
居
住
支

援
特
別
手
当
」
と
し
て
支
給
す
る
都
独

自
事
業
を
盛
り
込
ん
だ
24
年
度
予
算
案

を
公
表
し
た
。
ま
た
Ｄ
Ｘ
な
ど
で
生
産

性
向
上
に
取
り
組
む
リ
ー
ダ
ー
職
員
を

配
置
す
る
事
業
所
に
１
０
０
万
円
を
支

給
す
る
「
介
護
Ｄ
Ｘ
推
進
人
材
育
成
支

援
事
業
」も
新
規
事
業
と
し
て
加
え
た
。

■
岸
田
首
相
　
介
護
職
ら
の
「
公
的
賃

上
げ
」
を
明
言
（
１
月
30
日
）

　
１
月
26
日
に
開
会
し
た
通
常
国
会
の

施
政
方
針
演
説
で
、
昨
年
の
高
い
賃
上

げ
水
準
を
今
年
に
つ
な
げ
る
と
し
、
政

府
に
よ
る
「
公
的
賃
上
げ
」
も
行
う
と

明
言
。「
全
就
業
者
の
14
％
を
占
め
る

医
療
や
福
祉
分
野
の
幅
広
い
現
場
で
働

く
方
々
に
対
し
て
、
物
価
高
に
負
け
な

い
『
賃
上
げ
』
を
確
実
に
実
現
し
て
ま

い
り
ま
す
」
と
意
欲
を
示
し
た
。

■
推
進
協
　
来
年
度
の
ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ア

研
修
事
業
の
実
施
方
針
を
実
地
研
修
施

設
に
通
知
（
1
月
31
日
）

　
ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ア
研
修
事
業
の
来
年
度

に
お
け
る
変
更
点
を
周
知
す
る
と
と
も

に
、
自
己
診
断
研
修
事
業
の
新
規
実
施

に
伴
う
協
力
依
頼
、
ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ア
研

修
講
師
の
通
年
養
成
、
実
地
研
修
施
設

の
更
新
調
査
の
予
定
確
認
等
多
面
に
渡

る
。
詳
細
な
説
明
会
を
4
月
3
日
に
開

催
す
る
。

■
Ｎ
Ｃ
Ｃ
Ｕ
　「
２
・
５
％
賃
上
げ
」

で
は
不
十
分
と
訴
え
（
１
月
31
日
）

　
介
護
労
働
者
で
作
る
日
本
介
護
ク
ラ

フ
ト
ユ
ニ
オ
ン
（
Ｎ
Ｃ
Ｃ
Ｕ
）
は
記
者

報
告
会
を
開
き
、「
２
０
２
３
年
賃
金

実
態
調
査
」
の
結
果
を
公
表
し
た
。
染

川
朗
会
長
は
介
護
報
酬
改
定
に
伴
い
、

厚
労
省
が
24
年
度
に
２
・
５
％
の
賃
上

げ
に
つ
な
げ
る
と
し
た
こ
と
を
取
り
上

げ
、「
２
・
５
％
の
賃
上
げ
で
は
全
く

足
り
な
い
」
と
述
べ
た
。
同
実
態
調
査

に
よ
る
と
月
給
制
組
合
員
の
平
均
賃
上

げ
率
は
１
・
４
％
に
と
ど
ま
っ
た
。

■
市
民
団
体
ら
が
訪
問
介
護
の
基
本
報

酬
引
き
下
げ
に
抗
議
（
２
月
１
日
）

　
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ウ
ィ
メ
ン
ズ
ア
ク

シ
ョ
ン
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
な
ど
５
団
体
は

24
年
度
の
介
護
報
酬
改
定
で
訪
問
介
護

の
基
本
報
酬
が
引
き
下
げ
ら
れ
た
こ
と

に
抗
議
す
る
緊
急
声
明
を
発
表
し
た
。

「
試
算
す
る
と
最
上
位
の
処
遇
改
善
加

算
を
取
得
し
て
も
マ
イ
ナ
ス
」
だ
と
し

て
、
介
護
難
民
や
介
護
離
職
が
激
増
す

る
と
指
摘
し
た
。

■
推
進
協
介
護
保
険
委
員
会
　
24
年
度

介
護
報
酬
改
定
を
分
析
（
2
月
5
日
）

　
年
末
に
ま
と
ま
っ
た
介
護
報
酬
改
定

の
内
容
に
つ
い
て
分
析
し
た
。
独
自
の

視
点
で
ポ
イ
ン
ト
を
と
り
ま
と
め
て
公

表
す
る
方
針
を
確
認
し
、
次
回
会
合
で

決
定
す
る
。

■
介
護
情
報
の
利
活
用
策
、
３
月
中
旬

に
報
告
書
取
り
ま
と
め
（
２
月
５
日
）

　

厚
労
省
の
検
討
会
ワ
ー
キ
ン
グ
グ

ル
ー
プ
で
、要
介
護
認
定
情
報
、請
求
・

給
付
情
報
、
Ｌ
Ｉ
Ｆ
Ｅ
情
報
、
ケ
ア
プ

ラ
ン
の
４
項
目
を
介
護
情
報
基
盤
を
用

い
て
介
護
事
業
所
、
市
町
村
、
医
療
機

関
、
利
用
者
本
人
の
間
で
共
有
す
る
仕

組
み
の
具
体
像
を
検
討
し
た
。
３
月
14

日
に
報
告
書
が
ま
と
め
ら
れ
る
予
定
。

■
推
進
協
　
C
E
C
研
修
の
事
例
発
表

会
を
来
年
度
に
開
催
す
る
方
針
を
決
定

（
2
月
6
日
）

　
ケ
ア
環
境
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
基

礎
養
成
研
修
（
C
E
C
研
修
）
の
優
良

な
事
例
が
蓄
積
し
て
き
た
こ
と
を
踏
ま

え
実
施
す
る
こ
と
と
し
た
も
の
。
ケ
ア

環
境
支
援
は
、
ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ア
な
ら
で

は
の
も
の
で
、
推
進
協
と
し
て
普
及
に

力
を
入
れ
て
い
る
。
発
表
会
は
7
月
25

日
に
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
し
、
4
施
設

が
発
表
を
行
う
予
定
。

■
診
療
報
酬
改
定
で
介
護
施
設
と
の
連

携
推
進
な
ど
を
明
記
（
２
月
７
日
）

　
中
医
協
は
24
年
６
月
か
ら
の
診
療
報

酬
改
定
に
向
け
た
個
別
改
定
項
目
を
示

し
、地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
深
化・

推
進
の
取
り
組
み
と
し
て
、
介
護
施
設

入
所
者
が
急
変
時
の
適
切
な
入
院
受
け

入
れ
の
推
進
、
医
療
機
関
と
介
護
施
設

の
連
携
推
進
な
ど
を
盛
り
込
ん
だ
。

■
中
医
協
　
施
設
入
所
者
の
入
院
加
算

新
設
を
答
申
（
２
月
14
日
）

　
特
養
な
ど
介
護
施
設
か
ら
協
力
医
療

機
関
に
定
め
ら
れ
た
在
宅
療
養
支
援
病

院
な
ど
が
、
入
所
者
の
急
変
に
対
応
し

て
入
院
さ
せ
た
場
合
の
「
協
力
対
象
施

設
入
所
者
入
院
加
算
」
の
新
設
を
厚
労

相
に
答
申
し
た
。
医
療
機
関
側
に
は
緊

急
対
応
用
の
病
床
の
常
時
確
保
な
ど
が

施
設
基
準
と
し
て
求
め
ら
れ
る
。

■
外
国
人
人
材
の
訪
問
系
従
事
に
向
け

た
ヒ
ア
リ
ン
グ
実
施
（
２
月
15
日
）

　
厚
労
省
の
外
国
人
介
護
人
材
の
業
務

の
在
り
方
に
関
す
る
検
討
会
は
Ｅ
Ｐ
Ａ

介
護
福
祉
士
な
ど
訪
問
系
サ
ー
ビ
ス
で

働
く
外
国
人
を
受
け
入
れ
て
い
る
事
業

所
に
対
し
、
支
援
体
制
な
ど
を
ヒ
ア
リ

ン
グ
し
た
。
訪
問
介
護
を
Ｅ
Ｐ
Ａ
介
護

福
祉
士
候
補
者
や
特
定
技
能
「
介
護
」

に
認
め
る
か
ど
う
か
の
議
論
の
一
環
。

■
Ｗ
Ａ
Ｍ
調
査
　
特
養
の
職
員
不
足
が

さ
ら
に
悪
化
（
２
月
21
日
）

　
福
祉
医
療
機
構
（
Ｗ
Ａ
Ｍ
）
が
公
表

し
た
23
年
度
の
特
養
の
人
材
確
保
に
関

す
る
調
査
に
よ
る
と
、
職
員
が
不
足
し

て
い
る
と
回
答
し
た
施
設
は
70
・
３
％

で
22
年
度
調
査
か
ら
１
・
７
ポ
イ
ン
ト

悪
化
し
た
。
職
員
不
足
の
原
因
と
し
て

「
他
産
業
よ
り
低
い
賃
金
水
準
」
を
挙

げ
た
施
設
が
63
・
９
％
で
、
前
年
度
の

54
・
９
％
か
ら
大
き
く
増
加
し
た
。

■
８
通
り
以
上
の
シ
フ
ト
が
あ
る
特
養

が
３
割
（
２
月
22
日
）

　
医
労
連
が
公
表
し
た
「
２
０
２
３
年

介
護
施
設
夜
勤
実
態
調
査
」に
よ
る
と
、

早
番
・
遅
番
な
ど
勤
務
シ
フ
ト
の
種
類

が
最
も
多
か
っ
た
の
は
特
養
で
、
平
均

６
・
２
通
り
だ
っ
た
。老
健
は
５
・
４
、

認
知
症
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
は
５
・
０
。

特
養
で
は
８
通
り
以
上
の
シ
フ
ト
が
あ

る
施
設
が
29
・
４
％
を
占
め
た
。

推
進
協
は
23
年
度
よ
り
有
料
配
信
を

開
始
し
た
虐
待
防
止
研
修
e
ラ
ー
ニ
ン

グ
の
受
講
に
つ
い
て
、
会
員
メ
リ
ッ
ト

拡
大
策
と
し
て
、
本
年
の
4
月
か
ら
毎

期間
介護職員
処遇改善
加算Ⅰ

介護職員等 
特定処遇改
善加算Ⅰ

介護職員等 
ベースアップ 
等支援加算

支援
補助金

一本化後
の加算率

合計
加算率等

令和6年
1月

との比較
令和6年1月まで 8.30% 2.70% 1.60% — — 12.60%
令和6年
2月から3月まで 8.30% 2.70% 1.60% 0.90% — 13.50% +0.90%

令和6年
4月から5月まで 8.30% 2.70% 1.60% 0.90% — 13.50% +0.90%

令和6年6月から — — — — 14% 14% +1.40%

令和6年までの介護職員に関する処遇改善加算等の変化

年
、
一
般
会
員
に
限
り
費
用
を
無
料
化

す
る
こ
と
を
決
め
た
。
会
員
は
、
こ
れ

に
よ
り
推
進
協
が
持
つ
虐
待
防
止
研
修

用
の
す
べ
て
の
動
画
が
無
料
で
視
聴
で

き
る
よ
う
に
な
る
。

推
進
協
が
実
施
し
て
い
る
虐
待
防
止

研
修
e
ラ
ー
ニ
ン
グ
は
、
令
和
6
年
4

月
か
ら
介
護
施
設
の
全
介
護
職
員
（
別

途
指
定
す
る
有
資
格
者
を
除
く
）
に
対

し
、
虐
待
防
止
研
修
の
年
2
回
の
受
講

が
義
務
付
け
ら
れ
る
こ
と
を
見
越
し
、

一
年
前
倒
し
し
、
23
年
度
か
ら
始
め
て

い
た
も
の
。
虐
待
防
止
研
修
の
受
講
義

務
は
、
24
年
度
の
介
護
報
酬
改
定
議
論

の
中
で
当
初
の
予
定
通
り
経
過
措
置
を

廃
止
す
る
こ
と
が
改
め
て
決
ま
っ
て
い

た
。
近
年
、
施
設
内
で
の
虐
待
件
数
も

増
加
（
上
表
）
し
て
お
り
、
厚
労
省
と

し
て
も
虐
待
防
止
に
関
す
る
何
ら
か
の

対
策
が
求
め
ら
れ
て
い
た
。

身
体
拘
束
適
正
化
も
義
務
化
へ

ま
た
、今
回
の
介
護
報
酬
改
定
で
は
、

身
体
的
拘
束
等
の
更
な
る
適
正
化
を
図

養介護施設従事者等による虐待
会
員
限
定
で
虐
待
防
止
研
修

e
ラ
ー
ニ
ン
グ
を
完
全
無
料
化

①
令
和
6
年
3
月
ま
で
の
加
算
で
は
、
介
護
職
員
処
遇

改
善
加
算（
Ⅰ
）で
８
・
３
％
、
介
護
職
員
等
特
定
処
遇

改
善
加
算（
Ⅰ
）で
２
・
７
％
、
介
護
職
員
等
ベ
ー
ス

ア
ッ
プ
等
支
援
加
算
で
１
・
６
%
。

②
令
和
6
年
2
月
～
5
月
ま
で
、支
援
補
助
金
０
・
９
％

③
令
和
6
年
4
月
～
5
月
ま
で
の
加
算
で
は
、
介
護
職

員
処
遇
改
善
加
算（
Ⅰ
）で
８
・
３
％
、
介
護
職
員
等
特

定
処
遇
改
善
加
算（
Ⅰ
）で
２
・
７
％
、
介
護
職
員
等

ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
等
支
援
加
算
で
１
・
６
%
。

④
令
和
6
年
6
月
か
ら
一
本
化
さ
れ
14
％
。
一
本
化
し

て
平
た
く
整
理
す
る
と
、
令
和
6
年
1
月
ま
で
は
12
・

６
%
、
令
和
6
年
2
月
～
5
月
ま
で
は
13
・
５
%
、
同

年
6
月
か
ら
は
14
％
と
な
り
ま
す
。

　
具
体
的
に
は
、
加
算
合
計
見
込
額
を
算
出
し
、
そ
も

そ
も
現
状
の
介
護
職
員
と
そ
れ
以
外
の
職
員
に
ど
の
よ

う
な
割
合
で
分
配
し
て
い
る
の
か
計
算
し
て
く
だ
さ

い
。
一
本
化
さ
れ
た
と
し
て
も
、
職
員
の
賃
金
の
支
給

方
法
は
こ
れ
ま
で
の
も
の
を
原
則
、
受
け
継
ぐ
形
と
な

り
ま
す
が
、
加
算
区
分
が
無
く
な
る
分
、
分
倍
割
合
は

予
算
と
し
て
明
ら
か
に
し
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

る
観
点
か
ら
、
短
期
入
所
系
サ
ー
ビ
ス

及
び
多
機
能
系
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
、

身
体
的
拘
束
等
の
適
正
化
の
た
め
の
措

置
（
委
員
会
の
開
催
等
）
が
、
１
年
間

の
経
過
措
置
期
間
は
設
け
ら
れ
た
も
の

の
義
務
付
け
ら
れ
た
。
併
せ
て
、
上
記

措
置
未
実
施
の
場
合
の
減
算
規
定
も
設

け
ら
れ
て
い
る
。

推
進
協
で
は
、
現
在
、
虐
待
防
止
研

修
e
ラ
ー
ニ
ン
グ
動
画
を　
本
リ
リ
ー

ス
し
て
い
る
が
、
こ
の
本
数
の
増
や
身

体
拘
束
適
正
化
e
ラ
ー
ニ
ン
グ
の
リ

リ
ー
ス
を
今
後
予
定
し
て
お
り
、
年
々

会
員
向
け
サ
ー
ビ
ス
を
拡
充
し
、
こ
れ

を
活
用
し
会
員
拡
大
に
繋
げ
て
い
き
た

い
と
し
て
い
る
。
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